
間取り的にはガレージ&リビングを中心としたワンルーム空間。廊下や玄
関、階段や脱衣室といった、既存の住宅ではマストで備えられる要素をあ
えてそぎ落としてしまうのがこの住宅の特徴。そのことでむしろタイト
でハードボイルドなイメージが増幅される訳です。

たとえば小屋、バラック、ツリーハウス、コンテナハウス、トレーラー
ハウスなど世の中で見られるこのようなワイルドなイメージの小
さな建築物は法律の枠の外にあることも多いものです。しかし、こ
の家はワイルドなイメージを残しながらも、建築基準法の枠内の
基準を満たしたものとして開発しています。つまり、合法的に人間
が住めて、耐震性を確保しつつ住宅ローンの対象にもなるのです。

これがこの住宅の骨組です。ロフト部分の屋根は
お馴染みの『Rスパン』という米軍ご用達の金属屋
根。オプションでウッドデッキを敷いたり、緑化や畑
化すれば、屋上スペースが更に楽しい空間に変わる
こと間違いナシ。使い方はあなた次第なのです。

デイトナハウスを構成するのは、LGS と呼ばれる軽量鉄骨のパネルで、
厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の『C チャンネル』と呼ばれる部材を、
横幅180㎝、縦270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線のク
ロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、力の伝達を受け持
つ大切な役割を持っています。“柱”と“梁”と呼ばれる縦と横の部材
を使って軸組を作っていく一般的な建築とは違って、デイトナハウスは
このLGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、店舗、マンショ
ンなどの様々な建築を可能とする、全く新しいカタチのシステムなの
です。つまりこのLGSパネルを使った建物全てがデイトナハウスと言
う訳です。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およその予算が
イメージできる分かりやすさと、パウダーコーティングが施されたその
鉄の素材感が醸し出すハードボイルドな空間のテイストも持ち味です。
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デ イト ナ が 提 案 す る 新 し い 建 築 の カ タ チ

　

大
好
き
な
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
、
そ
し
て

様
々
な
趣
味
の
ギ
ア
が
格
納
出
来
て
、

さ
っ
と
食
事
が
作
れ
て
、ぐ
っ
す
り
寝
れ
る

ス
ペ
ー
ス
と
シ
ン
プ
ル
な
水
ま
わ
り
が
あ

れ
ば
、
別
に
そ
れ
以
外
の
機
能
は
必
要
な

い
。男
性
の
中
に
は
、そ
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
実
際
に
は
そ
ん
な
住
宅
が
な
か
な
か

売
ら
れ
て
い
な
い
の
も
実
情
で
す
。

　

最
小
限
だ
け
ど
外
観
は
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
で
、
そ
こ
に
ガ
レ
ー
ジ
を
備
え
、
し
か

も
構
造
的
に
も
堅
牢
で
、
友
達
も
頻
繁
に

遊
び
に
来
た
く
な
る
よ
う
な
家
。今
回
は

デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
ガ
レ
ー
ジ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

『
G
A
R
A
G
E-

D
』を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
派
男
性
の
必
要
に
し
て
十
分

な
暮
ら
し
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
家
の
構
成
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
。

ク
ル
マ
と
バ
イ
ク
が
収
ま
る
ガ
レ
ー
ジ
ス

ペ
ー
ス
と
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ス
チ
ー
ル
間
仕
切
り
で
、
区
画
し
た
最

小
限
の
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
、

そ
し
て
小
さ
な
寝
床
だ
け
で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
重
要
な
の
が
、
こ
の
家

は
あ
く
ま
で
平
屋
（
1
F
建
て
）+
ア
ル

フ
ァ
と
し
て
設
計
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

だ
か
ら
寝
床
の
あ
る
階
上
の
ス
ペ
ー
ス
は

“
2
F
”
と
し
て
認
定
さ
れ
な
い
天
井
高

さ
1
・
4
m
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。も
し
階
上

が
そ
れ
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
、
法
律

的
に
2
F
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
建
築
基

準
法
で
は
「
安
全
な
階
段
を
設
置
せ
よ
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。階
段
は
か
な

り
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ

う
な
最
小
限
住
宅
に
は
向
い
て
お
ら
ず
、

そ
れ
を
巧
み
に
避
け
る
為
の
ア
イ
デ
ア
が

こ
の
ロ
フ
ト
的
な
小
さ
な
階
上
と
い
う
わ

け
な
の
で
す
。ま
た
、平
屋
で
あ
れ
ば
鉄
骨

造
で
も
基
礎
工
事
等
、
構
造
的
な
要
求
が

大
幅
に
減
る
の
で
、
コ
ス
ト
面
で
も
ス
リ

ム
化
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。ち
な
み
に
こ
の
家
は
3
×
4
ス
パ
ン

+
3
で
15
坪
。坪
当
た
り
の
費
用
は
概
ね

50
万
円
か
ら
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

デイトナをはじめ、カーマガジン
での長期連載、ムック本である
CAR&HOMEにて、常にクルマ
と住宅の関係について提案し続
けてきた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもちろん
のこと、建築システムの開発や
商品開発も行う。

ガレージ空間と居住空間はデイトナハウスオリジナ
ルのスチール間仕切りで区画しており、トイレ、キッ
チン、シャワールームといった生活に必要な要素は
ガレージ奥に配しています。木質系の柔らかい素材
を使った居住スペースと、鉄感がムンムンのハード
ボイルドなガレージのコントラストがこの住宅最
大の特徴です。ギア類のディスプレイ次第で、部屋
の空間の印象は千差万別に変化する。住まい手の
個性がフルスイングで表現できる空間なのです。

最小限ガレージ住宅で考える

必要にして十分な
暮らしの可能性

自分の生活に本当に“必要”なことだけをじっくり考えてみると、自ずと住宅作り
はシャープになっていくものです。不必要な機能に溢れた既存の住宅商品にはない、

行動派の男性にとっての必要かつ十分な家を作ってみました。

この住宅の原型となっているのは、デイトナハウスの規
格ガレージ『GARAGE-D』。外壁は断熱材と一体になっ
たガルバリウム鋼板。スタイリッシュな外観と、長い時
間の滞在も可能にする居住性の良さがウリです。内部
はもちろん艶消しブラックの紛体塗装鉄骨です。

これをベースにプランニング
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